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　前号では 100周年記念号として、イエナプラン教育が始まった過去から現在までの 100年の
教育についてスポットライトを当てて特集をしました。今号では、現在からこれからの 100年を
未来の教育として『国境を越えるイエナプラン』をテーマに、お送りしたいと思います。

　100年前にペーターセンがドイツで始めたイエナプラン教育。ペーターセンの撒いた種はオラ
ンダやベルギー、オーストリアなど近隣の国々だけでなく、私たちの住む日本や台湾など世界各
地に広まってきています。それは人々が、時代も国境も越えて学び、実践する価値があるものだ
と考えてきたからではないでしょうか。そこで、イエナプラン教育の視点を基に、国内外での教
育の取り組みについて特集を組み、未来の教育へのヒントを得られるものにしたいと考えました。

　今、日本の教育環境は大きな変化の時を迎えています。不登校の子どもの増加、教職員を取り
巻く労働環境の問題、教員志望者数の減少など。様々な困難が立ちはだかる中で、やがて社会に
出る子どもたちへ私たちは何が出来るのでしょうか。

　ただ、そんな困難な中でも日本のイエナプラン教育は今、たくさんの人が様々な実践や取り組
みを行っています。先生や保護者だけでなく、多様な立場の方が自分に出来ることを考えて関わっ
ているのです！こうした一つひとつの取り組みは小さいかもしれませんが、イエナプラン教育は
学校だけでなく、社会や子どもたちに影響を与える力を持っています。細く長く取り組み、みん
なでこれをぜひ次の 100年に繋げていきましょう。

今号もどうぞお楽しみください。
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日本イエナプラン教育協会ニュースレターチーム
牧野 恵
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イエナプランのこれまでと現在、そしてこれからの課題

台湾の教育改革とイエナプランスクール
ーアジアの友人たちと私たちの希望に向かってー
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「共につくる学校」
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地球を癒すスクールコミュニティー、SECMOL
ーインド・ラダック訪問とアジアに求められるイエナプランー
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㊗会員数 230名突破！！会員リビングルームを知っていますか？
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　2024 年は、イエナプランの
始祖であるペーター・ペーター
センが、イエナ大学で実験校を
開いてちょうど 100 周年にあた
ります。オランダでは、これを
祝うために、2024年５月 23日
から 25 日までの３日間、500
名以上に上る参加者のもと、イ
エナ・パレードと称する大々的
な会が開催されました。イエナ

プランが尊重する「催し」の名そのもの、会は、オランダのイエナ
プラン協会に属する教員たちを中心に、あたかも「お祭り」のよう
な明るい雰囲気で進行しました。ドイツをはじめ、現在、イエナプ
ランの普及に取り組んでいる諸外国のイエナプランナーたちも参
加し、お互いに交流の機会を持ちました。
　ドイツで発祥したにも関わらず、ドイツ国内よりもオランダでよ
り広く普及したのには理由があります。ペーターセンが実験校で新
しい「人間の学校」と称して実践を始めたのは、第一次世界大戦
と第二次世界大戦の狭間の、すなわち、世界中で新教育運動が活
発に展開され、社会そのものが民主化に向けて希望を抱いていた、
ほんの短い時期のことです。第一次世界大戦で三人の弟を一度に
失ったペーターセンが、戦争を生まない、戦争に巻き込まれない、
子どもたちの、本当に人間らしい成長を保障する教育を目指して
いたことには疑いの余地はありません。しかし、間も無く 1929
年の世界大恐慌が起き、以後、ドイツ、イタリア、日本などの国々
では、再び全体主義が人心を捉え、第二次世界大戦へと突入して
いきます。しかも、大戦が終わると、ペーターセンの実験校があっ
たイエナ市は東ドイツにあったために共産圏に入ることとなり、自
由な教育実践を展開することがますます困難になってしまいます。
ペーターセンは、そのような時代のスピリットに翻弄されるかのよ
うに、自らが描いた理想の学校教育を、ドイツの一般の学校に広げ
るという夢を果たせないまま、1952年に亡くなっています。
　ペーターセンのイエナプランをオランダで発見し、オランダの教
育界に広く広げたのはスース・フロイデンタールでした。フロイデ
ンタールもまた、第二次世界大戦中、ユダヤ人であった夫ハンスが
強制収容所に収容されている間、一人で子どもたちを育てたとい
う経験を持っており、人を差別し、国家間競争の結果、人間社会を
破壊し尽くしてしまう戦争の醜さを身をもって経験していた人で、
イエナプラン普及への動機づけの裏には、インクルーシブで平和な
社会を生み出し、維持していくためには、責任ある自由な市民の育
成が不可欠であることを強く意識していた人であったに違いない
と思います。
　オランダには、幸い、1917 年に憲法 23条で「教育の自由」が
実現し、公私立の別を問わず、すべての学校が、独自の教育理念
を持って独自の教育実践を行う自由が保障されており、市民が新
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しい学校を設立し国から公立校と同じ教育費を受けることも可能
であったため、イエナプランをはじめ、諸外国で発祥したオルタ
ナティブ教育を取り入れ実践することは、ドイツに比べても、また、
他の多くの諸国に比べても、やりやすい状況にありました。
　フロイデンタールが、オランダの教育界にイエナプランを紹介し
たのは 1964 年と言われていますが、それ以降、冷戦対立による
核戦争や急激な産業化に伴う環境汚染に危機を感じて、社会の変革
を求めていた若い世代の保護者や教員たちが、権威主義的な学校
教育を嫌って、イエナプランをはじめ、子ども中心のオルタナティ
ブ教育へと惹かれていったのには十分納得が行きます。
　実際、オランダでは、「教育の自由」が確立した 1910年代末以来、
モンテッソーリ、ダルトンプラン、フレネ、シュタイナーなどのオ
ルタナティブスクールが、公費で賄われる学校として存在していま
した。オランダのイエナプランは、これらよりも遅れてオランダに
伝わりますが、その普及を担ったのは、すでに、フレネの考え方に
影響を受けていた一部の教育者たちであったとも言われています。
　1969年に公文書として出されたケース・ドールンボスという研
究者による「落ちこぼれ（留年）への抵抗」という報告書は、当時、
多数の留年生を生み出していた初等・中等教育問題の解決策とし
て、イエナプランやモンテッソーリが実践している「異年齢学級」
に学ぶ可能性を指摘した有名な報告書でした。これを機に、1970
年代以降オルタナティブスクールが一気にオランダ国内に浸透し
ていきます。
　ペーターセンは、「イエナプラン」という名前をあまり好まなかっ
たとも言われています。ペーターセンは、イエナ大学で始めた実
験学校を「人間の学校」と呼び、そこで行われる全人的教育こそ、
一般の学校に広がるべき実践であるとの信念を持って実践に取り
組んでいました。一般の学校を変えるべきだという確信は、フロイ
デンタールにも言え、彼女は、早い時期から、大学や文科省に働き
かけて、オランダの学校教育制度そのものの変革へと働きかけてい
ました。
　オランダでは、1970 年代に入り、国は、10年後に新しい初等
教育法を制定することを決め、そのための準備を始めています。こ
の間、様々な団体が新しい教育法に盛り込むべき内容を議論してい
ますが、イエナプランの実践者らも、それに深く関わっていました。
それは、1981年に施行された、新しい「初等教育法」の中に如実
に現れています。新法においては、（１）イエナプランが目指して
きた通り、学年（年齢）に関わらず、すべての子どもたちにとって
最適最善の発達を目指す（いわゆる、現在日本で奨励されている「個
別最適化」）ために、学年制の学習指導要領を取り払い、初等教育
終了段階までに目指される力を「中核目標」として示すこととなる
と同時に、（２）それまで理科や社会という科目に分けられていた
内容が、「人類と社会へのオリエンテーション」という名の総合的
な学びの枠に組み込まれるようになりました。子どもたちは、単に、
専門科目に分けられた内容を、別々バラバラに、知識習得的に学ぶ
のではなく、さまざまな科目で扱われる内容をテーマに沿って統合

�›���•�ð�y�æ�Î�Â�ç�¶���Ú� 



�$�P�Q�Z�S�J�H�I�U�ç�����������°
`�þ�‚�O
��Ô�Š� �¤�Æ�Ó�å�ï�­�­� �q �"�M�M���S�J�H�I�U�T���S�F�T�F�S�W�F�E��

��

的に学ぶことによって、現実の世界のシステムを総合的に理解する
力を育てることへと重点が移動することとなったのです。（１）は、
異年齢学級における学びと（２）ワールドオリエンテーションの考
え方が反映されたものであると言えます。

　オランダでは、フロイデンタールらの尽力によって、また、憲法
で保障されていた「教育の自由」があったおかげで、全国に２００
校近くのイエナプランスクールが生まれました。しかしその一方、
オランダの現場の教員たちが中心になって取り組んだ様々の試み
は、オランダの外ではあまり知られることがなく、とりわけ、モン
テッソーリやフレネが、世界規模で普及していったのに比べると、
国際的な広がりは、残念ながら、小さく止まってきたと言わざるを
得ません。
　しかし、100周年を記念する今回のイエナ・パレードには、ドイツ、
チェコスロバキア、チリ、そして日本から実践者らが参加していま
した。台湾でもオランダのイエナプランに習う実践が行われていま
す。これらの実践者のいずれもが、ペーターセンの本に学ぶと同時
に、オランダで協会組織として全国規模で繋がっている教員たちの
実践経験から多くを学ぼうとしています。ドイツからは、ワイマー
ル市の公立のイエナプラン・スクールの校長先生と教員数名が、チェ
コスロバキアでは大学での実践校の先生方が、また、チリでは私立
の小中高一貫のイエナプランスクールの指導者と先生方が参加して
いました。この中で、日本は、現在、公立と私立の、いわゆる「一
条校」があるほか、文科省や自治体の関心も高く、学びの多様化学
校や就学前教育にまで関心が広がっており、他の諸外国に比べると、
一般の学校への影響度・学校制度全体へのインパクトとしては、か
け離れて広く普及している方であると言えます。
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　以下、日本におけるイエナプラン、特に、オランダ経由で広がっ
たイエナプランの普及過程を振り返ってみたいと思います。
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　日本の教育界では、長く、戦前の教育と戦後の教育という区分け
がよく使われてきました。戦前の学校は「教育勅語」に象徴される
通り、国粋主義と全体主義を子どもたちに植え付けていく場として、
戦後、日本社会全体の「民主化」の過程で強く否定され、アメリカ
の教育制度をモデルとした戦後教育こそは、民主的教育であると評
されてきたように思います。しかし、にもかかわらず、日本の学校
教育制度においては、すでに 1970 年代ごろから、様々な歪みが
指摘されるようになっています。これらの歪みは、「戦後民主教育」
は本当に民主主義を育てるための教育として機能してきたのだろう
か、という問いを導く望ましくない現象であったとも言えます。
　戦後のアメリカ型の教育制度は、パイオニア精神を尊ぶアメリカ
らしく、競争によって「成功」を獲得する、裏を返せば、生徒たち
を競争させることで篩にかけるようにエリートを選りすぐる教育の
あり方です。しかも、この競争は、主として、学力を中心にテスト
を使って行われるもので、学力以外の人間の価値を過小評価し、筆
記テストだけでは評価することのできない力を看過します。学校は、
子どもたちを競争へと煽り立て、叱咤激励する場所となり、誰もが
安心できる場所ではなくなり、教員は疲弊し、保護者は不満を持ち、

にも関わらず、教員と保護者の間には大きな溝が深まるばかりの場
所になっていきました。
　現実には、1970年代ごろから、こうした学校の中で、適応でき
ない子どもたち、十分に発達を保障されることのない子どもたちが
増えていくのです。それは、主として、４つの顕著な問題として現
れてきたと思います。すなわち、校内暴力、いじめ、自殺、不登校
の増加です。これら４つの問題は、いずれも、問題として指摘され
てはきたものの、50年間という歳月を経た今でも根本的な解決に
はつながっておらず、いずれも、今日まで増加傾向を続けています。
　不登校生徒の数は、2024 年には、全国で 30万人を超え、過去
最大となりました。少子化で子どもの数が減少しているにも関わ
らず、不登校の生徒数は毎年増え続けているのです。そして、実
際には「学校がつまらない」「学校に行きたくない」と思いながら、
なんとかいやいや登校を続けている子どもたちがいることは、学
校の保健室がそうした子どもたちにとってせめてもの居場所とな
り、多くの場合、養護教員がそうした子どもたちの相談相手になっ
ているという現実からも明らかです。すなわち、実際には普通の学
校の中に不登校予備軍の子どもたちが相当数いるのです。こうし
た子どもたちの存在は、炭鉱のカナリヤと同じで、従来型の学校が、
すべての子どもの健全な発達を保証していない場になっていると
いうことの証でもあります。変わらなくてはいけないのは、不登校
になる子どもたちの方ではなく、こうした子どもたちに寄り添い、
本来の力強く自己肯定感をしっかり持った責任ある市民を育てき
れていない学校の方なのです。
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　こうした背景のもとで、2004 年に私が日本に初めて紹介した
オランダ・イエナプランは、私自身が深く感動したのと同じよう
に、多くの教員や教育者に深い感動を与えるものでした。「こんな
学校が実際に可能なのだ」「私自身がこんな学校で育てられていた
ら、、、」という、しばしば涙ながらの感想を、オランダに来てイエ
ナプランスクールを視察した人の口から漏れ聞いたことは数に限
りがありません。オランダのイエナプランに対する関心は、着々と
増し、20年後の今日では、実践校を生み出すまでに至っています。
その過程は、次に述べる３つのステージとしてまとめることができ
ると思います。

ステージ１ 情報伝達期 (2004-2011）
主として筆者が中心となり、オランダにおけるイエナプランの発達
と実践についての情報を日本に伝えた時期。具体的には、オランダ
のイエナプランをテーマにした書籍・DVDを発刊し、全国各地で
講演・ワークショップを行って、日本の教育界に情報を提供してき
ました。この間、筆者はオランダのイエナプラン教育専門家を招聘・
同行して、オランダのイエナプラン実践者自身に直に日本の方達に
知見を伝えてもらい、日本で関心を持っている学生や教員たちが、
直接その指導を受ける機会も設けました。また、2010年には、日
本イエナプラン教育協会も設立されています。

ステージ２ 情報習得期 (2011-2019)
オランダのイエナプラン教育研修機関と筆者の共同で、日本人向け
のイエナプラン研修を実施した時期。2011年に第１回目の1週間
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に渡る合宿研修を実施し、以後、毎年春と夏の２回、各回 15-30
名の参加者が、オランダの専門家から理論講習とワークショップを
受け、現地校に入って視察及び教員らとの交流を行いました。また、
この短期の研修の参加者の中から、長期に本格的にイエナプランを
学びたいとの声が上がり、2017 年と 2019 年の２回にわたって、
オランダで行われているイエナプラン専門教員向けの研修に相当す
る内容の研修を３ヶ月間の継続合宿共同生活をもとに行い、各回と
も２週間ずつ３回の現地校での実習を行なっています。

ステージ３ 試行・実践期（2019-現在）
ステージ２までの経過を経て、いよいよ、日本での学校設立が本格
化してきた時期。すでに、研修を受講した人たちが、自分の学級や
フリースクールなどで、イエナプランから学んだことを取り入れる
という実践は行われていましたが、ステージ３では、イエナプラン
をベースにした学校設立、自治体による自治体規模での教育改革の
中でイエナプランを参考とする動きなどが顕著に現れ、文科省から
の関心も見え始めてきています。ただし、いずれも、イエナプラン
の実践経験がない中での手探りでの実践であること、また、オラン
ダとは異なる日本の学校制度や日本人のメンタリティという文脈の
中での試みであるため、まだ「試行」の域を完全に超えられている
とは言い難いと思います。
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　現在、日本において実践されているイエナプランには、大きく分
けて、５つの流れがあります。
１　普通校（小学校・中学校以上）
　その代表として、長野県佐久穂町で2019年に小学校が設立され、
2022 年にはさらに中学校が開校しています（大日向小中学校（私
立））。また、広島県福山市でも、県教育長の熱心な支援で 2020年
から福山市の公立小学校で試験的に実践が開始され、22年に正式
に常石ともに学園として開校しています（公立）。
　前者は、私立校ではあるものの、一条校として正式な学校として
開校した日本で最初のイエナプランスクール。後者は、公立校とし
て初めて設立されたイエナプランスクール。いずれも、開校以来、
全国各地からの入学者を受け入れており、入学希望者は、以後継続
して増加傾向にあります。

２　主として不登校児を対象とした「学びの多様化学校」
　「学びの多様化学校」は、元は「不登校特例校」という名称で、
文科省が、不登校対策として打ち出したもので、学習指導要領や授
業時数などの縛りが、普通の学校に比べると緩くなっています。文
科省は、2023 年までに全国で 300 校が設立されていることを目
指していましたが、2024-25 年度にはまだ 35校しか登録されて
いません。そのうちの大半は中学校ですが、現在、この 35校のう
ちの２校が、イエナプランのコンセプトに根差した小学校として開
校されています。一つは、宮城県仙台市で 2023 年 4月に開校さ
れた私立の「ろりぽっぷ学園」で、もう一つは、大分県玖珠町で
2024 年 4月に開校された町立の「くす若草小学校」。前者は、市
内で就学前教育の実績を持つ団体が母体となって開校したもの、後
者は町の教育委員会が中心となり、文科省から現地に派遣されてい

た職員の協力を得て開校に至っています。

３　自治体の学校改革の一部としてイエナプランに学ぶという流れ
　2020年ごろから、自治体単位での学校改革の動きがよく見られ
るようになりました。これは、首長の姿勢に大きく左右されるもの
でもあり、自治体によるイエナプランへの関心として初期の段階で
挙げられるものとして、東京世田谷区や茨城県つくば市などの例
があります。いずれも、区長や市長が主導してオランダのイエナ
プランスクールへの視察やイエナプラン専門家との会合などを行
い、区政や市政に何らかの影響を及ぼしているものと思われます。
以後、全国でも大きな自治体の一つである名古屋市が関心を持ち、
2019 年夏と 2023 年夏の２回に渡り、教育委員会の指導主事や
公立校の教員ら 10名余りが、公費でオランダでのイエナプラン研
修に参加し、以後、日本イエナプラン協会の理事らが支援に入る
など、市の教育改革に大きな影響を与えています。１回目の研修後、
市内の山吹小学校がイエナプランの考え方を取り入れた学校実践
に取り組んでいます。
　また、2023年から、富山市もこの動きに続き、同様の取り組み
を始めています。

４　就学前教育へのイエナプラン導入
　筆者は、コロナの流行のためにオランダ研修が実施できなくなっ
た 2020 年以降、出版社ほんの木の協力を得て、オンラインでの
イエナプラン研修を実施してきましたが、その結果、従来の学校関
係者だけではなく、就学前教育の関係者からの関心もこれまで以
上に広がっていきました。オンライン研修の受講者の一人であり、
高知市内数カ所で保育事業を行っている「やまもも学園」の経営者
が関心を持ち、以後、２年間にわたって、職員のオンライン研修を
実施、学園全体でイエナプランを実践しています。
　また、東京都市圏に 160 か所の保育園を持つグローバルキッズ
も、イエナプラン実践団体を目指して、2025年から１年間をかけ
て、160園全園を対象としたイエナプラン研修と、うち 10-12園
程度の導入試行園の職員全員を対象とした導入研修・ワークショッ
プを実施する予定です。

５　学校・フリースクール・塾などでの個別の試み
　この項の初めに述べた、日本の教育の背景にある諸々の問題への
対策は、さまざまな形で、すでに、個別の教育者の献身的な努力に
よって実施されてきたと思います。それは、担任教師による自分
の学級での実践、不登校の子どもたちを対象として自宅を開放し
たり、居場所を作ったりして行われてきたフリースクールの実践、
塾経営者による部分的試行など、さまざまの程度と形態のものがあ
ると思われます。その実態や数は掴みにくいですが、研修参加者を
通して、その姿が垣間見られています。いずれも、発達や安心感の
不足・欠如、また、他者との結合感情に問題を抱えている子どもた
ちを目前に、止むに止まれぬ気持ちで緊急対策として行われてい
る尊い実践であると思います。しかし、他の４つの流れに比べると、
実践者個人の意欲・知識・経験に依存する部分が大きく、その意味
で、最も継続性や安定性に欠け、教育の質を保証し担保していくこ
とが難しい流れであることは否めません。
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　以上のように、日本におけるイエナプランの実践は、まだ端緒に
ついたばかりで、しかも、実践者らは皆経験がなく、日本の学校の
制度環境の中で、手探りでもがきながら、より良いイエナプランの
あり方を模索しているというのが現実です。それにもかかわらず、
多くの保護者が、移住をしてまでこれらの新しいイエナプランス
クールに我が子を就学させようとしているという事実は、従来の学
校に不足しているものを補う何らかのものがイエナプランスクー
ルによって提供されると期待してのことであることには間違いあ
りません。
　この、従来の学校に不足しているものとは、まさしくペーターセ
ンが「人間の学校」と呼んで強調した全人教育のあり方、すなわち、
学力（頭）だけの発達ではなく、情緒や社会性（心）、技術や芸術
などのスキル（手）をバランスよく発達させる教育のあり方、また、
そうした発達を通して自己肯定感を養うと同時に、他者の良さを認
め他者と協力しようという意欲を持つ人間を目指して行われる子
どもたちの形成であると思います。
　現在、イエナプランを実践している学校の多くが、少子化によっ
て高齢化社会が急速に進んでいる過疎地に設置されていますが、こ
れらの地域では、学校や保育園ができ、そこによその地域から若い
世代の住民が移入してくることを、現地の人々は、概ね歓迎してい
ます。
　また、内部で実践に取り組んでいる校長・グループリーダー、保
護者なども、イエナプランの導入や実践によって、「子どもたちの
主体的学びが明らかに伸びている」「子どもたちは自分で自分たち
の問題を解決しようとしている」「学校に温かい雰囲気がある」「問
いかけたり不思議に思ったりすることが尊重されるようになった」
「子どもたちの違いをポジティブに受け止めるようになり、競争的
ではなくなった」「大半の教職員が仕事をすることで報われている
と感じている」「子どもたちは、学びの楽しさを味わう機会を得て
いる」など、肯定的な評価が多く見られています。
　従来型の学校の職員、教育行政関係者、研究者など、外部からの
訪問者も、「子どもたちが静かで落ち着いている」「子どもも大人
も満足しているように見える」「子どもたちは自分の考えや感情を
言葉にして表すことができ多くのことを自分でやっている」「不登
校になっていた子どもが嬉しそうな声をあげている」「子どもたち
は、訪問者が来ていても日々の活動に集中している」など、ポジティ
ブに評価しています。
　日本初の公立イエナプランスクールである常石ともに学園や名
古屋市でイエナプランを参考にした実践を進めている山吹小学校
などでは、全国学力・学習状況調査の結果、国語や算数などの学力
が伸びたばかりでなく、「自分には良いところがある」「自分で決め
たことはやり遂げる」「人の役に立つ人間になりたい」など非認知
能力に関する質問中の多くで、子どもたちの圧倒的多数が、肯定的
な回答をしているという結果が出ています。
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　以上のように、オランダで実践されているイエナプランについて
の情報が日本に伝わって以来 20年余を経て、今日の日本のイエナ
プランは、ドイツ、チェコスロバキア、チリ、台湾など、オランダ

の外でイエナプランを実践している国々に比べても、かなり広範に
普及し、国の制度そのものへの影響も着々と進んできているように
見えます。
　しかし、その一方で、目を逸らすことのできない課題も明らかに
なってきたように感じます。
　以下は、その代表的なものです。
（１）学習指導要領との不適合をどのように乗り越えるか　
　学習指導要領は、特に、平成 29年の改訂で「主体的で対話的な
学び」が強調され、内容的にも、単に知識やスキルの個別の習得に
とどまらず、リテラシーを育てる、すなわち、知識やスキルを現実
の世界の中で応用できる力を育てることに重点が置かれるように
なっており、その意味では、イエナプランの考え方により近いも
のになってきていると言えると思います。しかしながら、依然とし
て、学習内容が、２学年ごとの学年制（中学の場合は１学年ごと）
で指定されており、教科書会社はそれに沿って教科書や指導書を作
り、授業は一定の時期に一定の「単元」を修了させるという、教員
中心、指導書中心の学びのままになっており、イエナプランが本来
目指している＜子どもの個別のニーズやテンポに合わせる＞ことが
極めて困難な仕組みになっています。この仕組みは、異年齢学級の
中で、子どもたちが、自分の進度にあわせて、他の子どもたちと学
び合ったり教え合ったりして学べるブロックアワーの学び方とは全
く異なります。この違いのために、従来の学校で学年用の教科書を
もとに単元に沿って授業をすることに慣れてきた教員たちは、どの
ように指導すれば良いのかわからない、不安だという状況に陥りが
ちです。この問題を解決するためには、オランダが、学年制を廃し
て、初等教育終了段階で達成しておくべき内容を「中核目標」とし
て示すという制度に変えたように、日本でも、学習指導要領の内容
を、横割りの学年制を廃して、学年の境を超えて継続的な系統を見
渡せる縦系列のものに置き換え、どの子どもも、自分の年齢に関わ
らず、自分自身が実際に達成しているレベルに合わせて学べる（ヴィ
ゴツキーの最近接発達領域を意識して学べる）仕組みへと変えてい
くべきであると思います。イエナプランスクールでの実践者は、ぜ
ひ、それに向けて、先行的なカリキュラムを作り、試行的な実践を
重ねて、どのような形や教材が最も相応しく取り組みやすいもので
あるのかを、外部に向けて根拠を持って示していけるようになるよ
う努力すると良いと思います。
（２）教員異動の慣習を見直す　
　イエナプランなどオルタナティブ教育は、従来の学校の教員中心
から子ども中心の考え方に大きく思考様式を変更することを求めて
くるものです。またこうした考えは、一つの学校で働くすべての教
員と理想的には保護者とが、ともに共有していることが望ましいも
のです。しかし、ほぼ全国的に実施されている数年ごと（多くは３
年単位）の教員異動の慣習のために、こうした考えを学校の大人た
ち全員に同じように浸透させ、共有のビジョンを持って教育実践を
行うことが、実際にはとても難しくなっていると思われます。無論、
伝統的に行われてきた教員の定期的な異動には、ネガティブな面だ
けではなくポジティブな面もあるからこそ今も実践されているのだ
とは思いますが、自治体や学校単位で、一度、この慣習を意識して
振り返ってみることで、これまでのやり方に不足していたものを補
うアイデアが生まれてくるのではないかと思います。
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（３）教員不足と資金不足　
　先進国の世界的な傾向として、教員不足が深刻となっています
が、教員志願者の絶対数が減るということは、質の高い教員を担
保することが難しくなることを意味しています。それを補完する
のは、教員の質の向上を目指して行われる現職教員向けの研修です
が、先進諸外国に比べて、日本では、現職教員が公費で受けられる
質の高い研修が圧倒的に不足しています。実際に行われている研
修も、どちらかというと理論重視の傾向が強く、現場でうまくいっ
ている実践を共有する、現場の教師たちが外国での実践を視察し学
ぶというような内容のものは、大変少ないと思われます（欧州連合
参加国では現場の教員たちが近隣諸国の学校を視察する機会が頻
繁に設けられています）。教育の質の低下は、未来社会の市民の質
の低下につながるという理由から、現職教員のための研修費拡大を
要求する運動を現場から起こしていくことも、学校現場で教育に関
わる教員の、市民としての責任の一部ではないかと思います。
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　さて、ペーターセンが第一次世界大戦の悲惨を憂いて新しい学校
の理想像を描きつつ実験校の実践を始めて100年、フロイデンター
ルがユダヤ人や同性愛者を迫害するファシズムの嵐が吹き荒れた
第二次世界大戦を経験したのち「これこそ理想の学校だ」とイエナ
プランをオランダに広げる決意をして 60年、今、日本では、よう
やく、権威主義的な教員中心の学校教育を、子ども中心の、しかし、
自由放任ではなく、他者とともに責任を持って社会に貢献する市民
を育てる教育に変えようという努力が、現場の教員、教育学者、教
育主事ら教育行政に関わる人々、自治体や文科省などに至るまで、
ありとあらゆるレベルで行われるようになっています。
　現実の世界を見渡すと、ウクライナに軍事侵攻し多くの市民の
命を奪っているロシアや、パレスチナの人々の住まいと命を爆撃
によって奪い去ろうとしているイスラエルだけではなく、ヨーロッ
パでもアメリカでも、ファシズムの再来を思わせる政治家が跋扈
（ばっこ）する時代となっています。
　これらの指導者は、形の上では「民主主義の選挙制度」によって
国民から投票で選ばれた人々ですが、こうした指導者への投票は、
多くが、事実を捻じ曲げた虚偽情報を振り撒くネット情報の影響
や、強いカリスマ的指導者に依存し、自らは、世界の実情にも疎く、
多民族・他宗教の人々への共感を持てない選挙民によるものである
ことも議論されています。まさしく、政治が、大衆政治と成り下が
り、その結果、大衆を票集めのために利用し、自らの権力の維持の
ためだけに指導者の地位に就こうとする政治家によって動かされ
るという現状が、広がってきているのです。
　こうした状況は、これまでの学校教育のあり方の帰結であるとは
言えないでしょうか。
　教師がいうことに生徒が反論できない教室、学力の優れたものや
スポーツなどでの勝者だけが賞賛され、共感力や静かに思考する
力、人と人との関係を円滑にしようとする力を持つもの、教師の気
づかない独創的な考えを持つものなどが看過され切り捨てられる
学校。こうした学校の在り方が、権力の座を求めファシズムを広げ
る指導者やこうした指導者を称賛し他者を排除しようとする大衆
を生み出してきているのではないでしょうか。

　イエナプランの発祥から 100 年。他の子ども中心主義の諸々の
新教育とともに手を携えて努力してきた教育者の数は数えるに限り
がありません。こうした人たちの努力は、実りがなかったのでしょ
うか。私は、その実りは、社会のあらゆるところに蒔かれ育ってき
たと思っています。でも、まだまだ足りない。もっと本気で取り組
み、本気で、お互いの知見を交換し合い、本気で、より良い社会に
向けて働く人がいなくてはいけないと思っています。
　その時に、ペーターセンの以下の言葉が、改めて、心に強く響い
てきます。
「これら全ての厳しく険しい問題は、自分から進んで問題に取り組
んでいこうとする人々がいて、彼らにその問題を乗り越えるだけの
能力と覚悟があれば、解決されるだろう。この人たちは、親切で、
友好的で、互いに尊重する心を持ち、人を助ける心構えができてお
り、自分に与えられた課題を一所懸命やろうとする意思を持ち、人
の犠牲になる覚悟があり、真摯で、嘘がなく、自己中心的でない人々
でなければならない。そして、その人々の中に、不平を述べること
なく、他の人よりもより一層働く覚悟のあるものがいなくてはなら
ないだろう」

　この文章の初めで語られている人間像は、私たちが、イエナプラ
ンナーとして、将来子どもたちがなるべき姿として期待する人間の
姿です。しかし、イエナプランナーである私たち自身に求められて
いるのは、最後の一文にある人間の姿なのです。それは功名心にと
らわれることなく、どんなに落胆することが重なっても、いつも気
持ちを取り直して、また地道な努力を続ける人間の姿です。
　日本イエナプラン教育協会は、こうした地道な努力を続けていく
ために、お互いが励まし合える場であり続けて欲しいものだと強く
思います。
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　2021年、私は静岡県浜松市にある私立小学校に勤めていました
が、年度末でその学校を退職すると決めていました。将来的に、公
立のイエナプランスクールを作りたいと願っていましたが、その
ためには学校や社会について、一層広く深く学ぶことが必要だと
いう実感がありました。台湾のことを調べ始めたのは、ちょうど
その頃でした。以前から、オランダイエナプラン協会のウェブサ
イトに、「海外のイエナプラン」として日本以外にもう一つの場所
が紹介されていることを知っていました―――それが台湾でした。
時はコロナ禍、全土を挙げてのコロナ対策の成功とデジタル担当大
臣のオードリー・タンさんの存在が、日本でも注目されていました。
調べてみると、彼女の母親である李雅卿さんは、既存の学校になじ
めなかったオードリー・タンさんを支える道を独学で模索していっ
た経験をもとに、1983年には他の保護者らと共にオルタナティブ
スクールを創設していました。台湾ではその後、さまざまな民間
教育団体が共同で教育の民主化を求め、政府がそれに応えていく
形で様々な教育改革が行われていったようです。中でも、私は公
教育の制度内でオルタナティブスクール1を運営できる「実験教育」
とその発展ぶりに驚きました。
「アジアの小さな島―――それもかつて日本が統治していたこの地
に、子ども中心の民主的な教育が広まっている。一体何が起こって
いるんだろう」
私は、場合によっては複数年の間、台湾で暮らしながら学ぶことも
視野に入れつつ、この国のことを調べ始めました。
　その後、コロナ対策に成功していた台湾は海外からの渡航者の
受け入れをなかなか再開しなかったため、私は静岡県川根本町の
公立小学校に移ることになりました。それでも、この地への訪問
を諦められなかった私は、2023 年夏に最初の 10日間の訪問をす
るに至りました。驚くことに、台湾ではこの時オランダから専門
家を招いての、５日間のイエナプランワークショップの開催が予
定されていました。この期間は、偶然にも私の滞在予定日と重なっ
ていました。そこでリヒテルズ直子さんの仲介で、オランダイエ
ナプラン協会会長（当時）のヤープ・メイヤーさんから教えてい
ただいた台湾のイエナプラン関係者にメールでお願いしてみると、
「費用はいらないから、ぜひ 5日間参加してください」とお返事を
いただき、これに参加することができました。

�������� �å�w�ë�”�«�³�ã�¿�Ó

　ワークショップは台湾の４大大学の１つと言われる國立政治大
學内の台灣實驗教育推動中心（Taiwan Experimental Education 
Center：以下、実験教育センター）2で行われました。ここは、実
験教育の発展と促進を目的として、（日本の文部科学省にあたる）
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教育省の後援を受けて國立政治大學教育部によって設立された研
究センターであり、オルタナティブ教育の教員養成や人材データ
ベースの構築等、多くの役割を同時に担っています。ここでは
2015年以来、農村部の学校における異年齢混合教育のあり方を検
討しつつ、モンテッソーリやシュタイナー、各国の取り組み等か
ら広く学んできましたが、イエナプランも 2018 年以降、大きく
取り扱われるようになっていました。ワークショップの講師はヤー
プ・メイヤーさん、私たち日本人に研修を行って来た JAS（イエ
ナプラン・アドバイス・アンド・スクーリング）社でも働いていた
ヤニー・ボリンクさんのお二人。研修は JAS同様、イエナプラン
の形式で行われました。イエナプランエッセンスやクラスボックス
など、馴染みの内容も多くありましたが、ディスカバリールート（探
索散歩）や I goals といった内容には、個人的に新たな発見もあり
ました。最終日は、苗栗縣にある公立のイエナプランスクール・龍
昇國民小學を訪問しました。夏休みだったので子どもはいませんで
したが、同校の教員陣の提供した学習経験や紹介された多数の事例
を通じて、この学校の取り組みを参加者全員で共有することがで
きました。参加者は教員養成課程に在籍する学生を含め 100 名程
度はいたと思います。実験教育センターの大学教員陣、運営スタッ
フらとも話し、台湾の実験教育やイエナプランの急速な発展に大い
に刺激を受けました。当日の様子を写真で紹介します。

https://nccu.huaray.com.tw/tw/index.php
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なお、実験教育センターの鄭同僚副教授らと龍昇國民小學の校長
先生たちのグループは、このワークショップの後に大日向小中学
校を訪問しています。その後、大日向の先生方を翌年の実験教育
センター主催のイエナプランワークショップに招待してくださり、
久保礼子校長を含む３人の先生方と神奈川県の公立小学校に勤務
する木嶋優水さんがこれに参加しました。

�������� �å�w�Z�ð

　この後、私が Facebook に投稿した台湾の実験教育とイエナプ
ランに関するレポートは、多くシェアされました。3しかし、これ
をより広く伝え、日本でのアクションに繋げていくには、リサーチ
が不十分だという実感がありました。2024年、文部科学省は不登
校特例校の名称を「学びの多様化学校」に改めました。これは「実
験学校」と比べると穏当な名称ではありますが、将来的に一般の
公立学校のモデルとなり得る枠組みが出来た、と私は理解しまし
た。そうなると、やはり台湾を再訪しない訳にはいかないと思い、
2024 年 12月末から９日間、２度目の訪問をしました。この訪問
の主な目的地は、前年に参加者全員で訪問した龍昇國民小學です。
この学校の先生たちは、それまで見ず知らずだった私を歓迎する
ディナーパーティーを開いてくださり、以来、校長先生や日本語の
堪能な Chun Jiun Yeh 先生を中心に、継続的に連絡を取り合って
いました。こうした経緯から、滞在期間中は、校長先生のお母さん
が住む家に宿泊させていただき、さまざまな人や場所をご紹介いた
だきました（本当にありがたい…）。以下、滞在を通してわかった
龍昇國民小學と台湾の実験教育、イエナプランの現状についてご報
告します。
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　この学校は実験教育の制度に則った公立小学校です。2018年に
は全校で 17名しかいませんでしたが、2024 年の訪問時には 44
名に増えていました。これは校長の王世文さんが着任して以来進め
てきたイエナプランのコンセプトに基づく学校づくりの成果です。
王さんは、実験教育センターの代表者である鄭同僚副教授からイエ
ナプランのことを聞き、当時彼が校長をしていた学校の保護者の中
に、新しい学校をつくって欲しいと願う声もあったことから、極小
規模であったこの学校に異動して、イエナプランの実験学校づくり
をスタートさせました。台湾では、こうした小規模校の廃校を免れ
るために、自治体がこれを実験学校に転換するケースがしばしばあ
ります。
　この学校では、朝の時間は大抵全校が集まるところから始まりま
す。始業時刻の８時より早く、子どもたちは 7時から学校に来て
遊んでいることができます（見守りの教師が１名つき、その分の給
与が支払われます）。多くの家庭は学校から少し離れたところに住
んでいるため、車による送り迎え（大抵は片道 20～ 30分程）を
しています。訪問初日は、体力づくりの一環で縄跳びをしていまし
た。別の日は短い連絡のみ、また別の日は校外学習のお知らせと私
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https://www.facebook.com/share/p/19buaoupLn/%20
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の短いプレゼンテーションでした。司会は 1週間交代で子どもが
担当し、これは１年生から６年生まで全ての子が順番に担う決まり
で、教師は適宜これをサポートしたり必要な連絡・指導等を行いま
す。

　朝の集まりが終わると、子どもたちは 2つの部屋にそれぞれ入っ
ていきます。この学校は、１～３年生と４～６年生の２つの異年
齢学級で構成されており、それぞれに２人のグループリーダー（他
に専科教員）がいます。一番メインの部屋は日本の教室とそう変わ
らない大きさですが、個人用の机がないこともあり、より家庭的な
印象です。このメインの部屋の隣にはもう 1部屋あり、３学年の
一部の子たちだけを集めて行うレッスン等にはそちらを使うこと
も多くあります。時には、別のもう 1部屋も使い、３箇所に分か
れて学習することもあります。午前の学習は、基本的に教科学習（国
語・算数・英語が中心）に当てられます。ブロックアワーの形式で、
子どもたちは一定期間に課題が終えられるように自律的に学んで
います。この一定期間というのは、１年生では１日ごと、慣れて
来た子から複数日、１週間と延びていきます。１日の最初の時間は、
デジタルボードから穏やかな調子のBGMが流れており、数十分間
は「静かに学ぶ時間」になっているようでした。子どもたちは穏
やかに学んでおり、時に同じテーブルの子どもやグループリーダー
に尋ねたり、長く集中し続けた後にはフローリングに寝そべって読
書をしたりと、無理のない時間が続いている印象でした。 

　お昼はご飯、おかず、スープ等の一通りのメニューが、日本の給
食のようなケースに入れられ、車で届けられます。食事は自分で食
べられる分だけ盛り付け、おかわりも自由です。大抵は残食がある
そうで、私も「遠慮せずに食べたいだけ食べて」と勧められました。

　午後は実技系の教科やワールドオリエンテーションに割かれる
ことが多いようです。私が訪問した日は、近隣にある後龍國民小
學と 10数年間交流を続けている日本の公立小学校（福岡市）との
3校交流のための準備や練習、実際の交流の様子などを見学させて
いただきました。
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ある先生は、午後の時間に国が定める教科の内容（理科・社会等）
をカバーしなければならないことに、 少し難しさを感じると語って
くれました。この先生ともう１人の先生はモンテッソーリ教育を学
んできた方で、王さん（校長先生）は意識的に多様な教育をミック
スしようとしていました。また、この学校では SDGs への取り組
みを重視しており、ワールドオリエンテーションの内容はそれに関
係するものが展開されるそうです。
　滞在期間中、近隣のもう１つのイエナプランスクール（南河國民
小學）を含む様々な場所へ連れて行っていただいたため、１日の終
わりを目にすることはできませんでしたが、教員の勤務時間は 16
時に終わります。その後、子どもたちは 18時まで学校に残って遊
ぶことができますが、これには３人の大人が見守りのために付き、
この人たちにはその分の給与が支払われます。
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　学校全体は、とても落ち着いた雰囲気でした。小さな学校である
ことも影響してか、正規教員の割合が他校に比べて少なく、そのこ
とが却って実験教育への取り組みを容易にした部分もあるようです
（台湾では、正規教員は定年を迎えるまで同じ学校に留まることが
できるため、それが学校の変化の妨げになることもあります。一方、
学校運営が安定する等のメリットもあります）。また、校長は基本
的に４年ごとに他校に移るタイミングがやってきますが、残留して
３期 12年間まで留まることもできます。実験学校に至っては、最
近の法改正により、この校長の任期上限が取り払われています（つ
まり、12年間以上同じ学校の校長を続けられるということ）。既に
書いたように、こうした仕組みにはメリットとデメリットがありま
すが、教師・スクールリーダーの双方が非常に短い期間で異動し続
ける日本の仕組みを、この先も動かし得ないものとし続けるべきで
はないと感じます。例えば、

▪一部の特例・特認校や学びの多様化学校においては、校長
を 10年以上の長期間に渡って任用したり

▪そうした学校に適した（あるいはその学校での勤務を希望
する）人材を、都道府県や政令指定都市等の枠を超えて、
期限の定めなく採用したり

 できるようにする等、国や自治体は学びの多様化を推進しやすい
制度を率先して作るべきだと思います。
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　さて、ここまでは龍昇國民小學の事例を通じて、台湾の実験学校
とそれらを取り巻く状況について概観して来ましたが、私は「この
制度・やり方を真似れば、日本の学校教育もあっという間に見違え
る」などと楽観視している訳ではありません。いや、確かに台湾の
制度は優れている、と私は思います。しかも、これはかつて日本が
50年間統治していた同じアジアの島国のもので、制度の大枠はよ
く似ているため、他国に比べ、大部分をそのまま取り入れ得るもの
だと思います。本稿を読んだ方（特に教育行政・立法関係者）には、
ぜひ日本への導入に向けた具体的な検討をしていただきたいところ
です。ただ、制度はあくまで制度―――肝心なのは、言うまでもな
く「人」だと思います。今回の訪問時、ある大学教授を務めていた
方が、次のように語っていたのが印象的でした。

私は日本と台湾の２つに、それぞれ同じプログラムを提案し
たことがあるけれど、その反応は全く違っていました。１つ
は「合意形成をしなければ」と言って、ずっと進みません。
もう一方は、良さそうだと思ったら「取り敢えず進めてみよ
う」となります。前者が日本、後者が台湾です。

合意形成は大事だと思います。しかし、私たちはともすると、それ
を（自分では）「考えない」「決めない」ことの免罪符にしてしまっ
てはいないでしょうか。逆に「取り敢えず進めてみよう」とする場合、
実際に試してみたら思っていた程には効果が見えなかったり、上手
くいかなかったりすることもあるかもしれません。でも、その場合
でも、私たちは失敗から学ぶことができます。もちろん、私たちの
周りに失敗を咎める人もいるのは事実です。ただ、そんなことを言っ
ていたらいつまで経っても……と私などは思ってしまいます。台湾
の人たちは、自分の頭で考え、決定している（人が多い、と私は思
います）。「取り敢えず進めてみよう」ができるのは、そういう人た
ちが全体の中に一定以上いるからでしょう。先ほど、肝心なのは「人」
だと書きました。それは、傑出した一部の人を指しているのではあ
りません。仮にそうすると、ほとんどの人々は「自分には、何か意
味のあることを考えたり、決めたりすることはできない」と考える
ことになり、世の中に「取り敢えず進めてみよう」と考える人が増
えることはないはずです。〈デモクラシー〉とは〈人民による統治〉
を意味する、と日本のイエナプランの唱導者であるリヒテルズ直子
さんは、私たちに繰り返し伝えて来ました。人民とは一部の秀でた
人間のことではなく、私たち一人一人のことです。歴史を紐解いた
時、他国や中国（国民党政府）による長きにわたる占領や虐殺、戒
厳体制を経て民主主義を勝ち得て来た台湾の人たちは、私たち日本
人よりも、そのことの尊さを重く感じているのかもしれません。で
も、そのことは私たち日本人にそれができない理由にはなりません。
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台湾における実験教育の隆盛には、目を見張るものがあります（実
験教育の制度で学んでいる子どもの数は過去 10年で約 11倍、実
験学校の数も過去８年間で 12倍）。4 これは目に見えるデータです
が、他方、目には見えない台湾の人たちの土台には〈デモクラシー〉
があるように、私には思えました。日本にも、ほんとうの〈デモク
ラシー〉を―――そのために、私はまず自分自身が自分の頭で考え、
自分の意思で決定することをしていきたいと思いました。失敗する
こともあると思います（というか、私の人生は失敗だらけ）。でも、
その結果は自分が引き受ける―――少しマッチョな物言いかもしれ
ません。こんな風に、いつも強くいられる訳ではありませんが、こ
れを書いている今の私は、そんなことを心に決めています。二度の
訪問を振り返ってみて、私が台湾から学んだ一番のことは、このこ
とだと思います。
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　台湾では、今や全体の約 2.9%の学校が実験学校になっています。
実験教育は既に台湾全土に定着しており、これらの学校が全体の教
育の変化を促しています。台湾の人たちは、確かに逞しいです。そ
れは過去の歴史と昨今の社会状況がそうさせている部分もあると思
いますが、他方、日本の私たちにも放置できない問題が山積してい
ます。これを読んでいる方の中には、今まさにその問題に直面し、
苦しんでいる方もいらっしゃるかもしれません。しかし、私たちに
は教育改革において一歩も二歩も先を歩く、アジアの友人たちがい
る―――そして、日本と世界のイエナプランが蓄積してきた膨大な
知見が私たちには既にあり、新たな知見は今もこの地の中で生まれ
続けています。別れ際、王さんは私にこう言ってくれました。

“If  you have any quest ions about  Ta iwan or 
experimental education, please feel free to contact me 
at any time.（台湾や実験教育について困ったことがあった
ら、いつでも連絡してください）”

ひょっとしたら、あなたの目の前は真っ暗かもしれません。私の目
の前も、時に暗くなります。でも、世界にはたくさんの希望があり
ます。そうした取り組みに学びつつ、日本の私たちの希望に向かっ
て、これからも共に歩んでいきましょう。
最後になりましたが、私の台湾との出会いを助けてくださった方々、
現地での調査にご協力いただいた多くの皆さまに、この場を借りて
感謝申し上げます。誠にありがとうございました。本稿は台湾と私、
2つの地における教育とイエナプランの、これからも続く交流のほ
んの一部の、途上の報告です。
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………………………………………………………………………………
＜補足＞
　本稿では、台湾における民主化と実験教育を含む教育改革の歴史
の詳細は割愛しました。台湾全体の歴史についてはインターネット
上にも多くの情報がありますが、特に、教育に関して関心を持たれ
た方には、以下の文献をお読みいただくことをお勧めします。 

▪「台湾におけるオルタナティブ教育をめぐる動向」（『教育』
2024 年 12 月号：オルタナティブ教育が示す「学校の姿」
収録）王美玲（著）教育科学研究会（編集）旬報社

▪『台湾における教育の民主化　教育運動による再帰的民主化』
篠原清昭（著）2017 ジダイ社
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　今回は、日本を飛び出してインドネシアのバリにて TARUWARA
という学校を立ち上げ、イエナプランに学びながら学校経営をして
いる石踊さんにインタビューさせてもらいました。
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A. 今は小学生の５年生までが在籍していますが、2013 年に息子
を出産した時に安心して預けられる託児所が見つけられず、それな
ら自分でつくってしまおうという勢いで保育園をつくったのがきっ
かけです。私はフルタイムで働いているので、長時間息子が過ごす
ことになる環境は安心できるものをと、食事は野菜と豆類中心で、
木造の園舎を建てました。用務員さんや事務員さんも含め、学校で
働く人たち皆が、学校に通う子どもたちのことを見守っている環境、
そしてその安全な環境の中で「子どもたちが遊びの中で学べたら」、
「子どもたちにとって私たちの学校が彼らの ” セカンドホーム ” に
なれれば」、という思いで、学校のコンセプトをつくってきたと思
います。
保育や教育を学んできたわけではないので、定期的に専門家の人に
入ってもらったり、” 子ども中心 ” について対話を通して考えたり
する機会を今も先生たちと行っています。
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A. はっきりとは覚えていませんが、尾木ママのアナザースカイだっ
たと思います。そこからパンデミックの影響もあってオンラインで
の学びの場が多くなり、ほんの木の講座や書籍、学習サークルに参
加して学び始めました。
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A. 子どもたちが自由に自分のことを表現して活動しているところ。
自分のことや他人のことも尊重できるような環境が生まれていると
ころが素敵だなと感じ、私の学校もそんな雰囲気が感じられるよう
になれればという思いから、まずはリヒテルズさんが書かれた『イ
エナプラン実践ガイドブック』で紹介されていることをまねること
から始めました。「子どもたちが自分で１週間の計画を立てる」と
いうのも私たちにしてみれば、「どうやって？！」と衝撃の大きな
ものでしたが、「どうにかなるんだろうな…。」という思いで、サー
クルタイムやブロックアワーについて、本の内容を日本語から英語
に訳したり、掲載されている写真から実際の様子を読み取ったりす
るなど、限られた情報を何とか集めて、先生たちに伝えようとして
きました。小学部ができてから今年で 5年になりますが、その間
にトライ＆エラーを何度も何度も繰り返してきました。イエナプラ
ンに出会ってから感じていた理想の環境を、私たちの学校でどのよ
うに実現できるか。今でも毎日毎日試行錯誤しながら、挑戦中です。
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A. 学校をつくり始めたとき、自分の学校のコンセプトはどんなも
のなのか、自分でも分からず、学校の先生たちや保護者の方々から
もよく指摘されていました。そんな時イエナプランに出会い、「こ
れだ！！」と思った記憶が鮮明にあります。
しかし、理想の学校をつくりたいと言えど、私たちの学校はインド
ネシアの教育省に認可を取っている学校です。そのため、政府の意
向に沿って教育内容や教育方針などもある程度従わなければなりま
せん。また保護者の方々からの要望も様々です。イエナプランやオ
ルタナティブ教育に理解のある教職員たちばかりではありません。
そんな環境の中で学校をつくっていっていると、時には迷いも生じ
ます。学校のルールづくりや何気ない子どもへの対応などで、判断
が必要になったとき、イエナプランの考え方が答えを導く助けにな
ります。もちろんそれが正解かは分からないですが、「他人、彼ら
自身を大事にしているか」「社会に出たときの学びになるのか」など、
立ち止まって原点に戻れるものがあるいう、学校づくりをしている
私にとってお守りみたいなものかもしれません。
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A. もちろん山積みです (笑 )。
イエナプランに関しての情報がとても少ないので、教職員たちがイ
エナプランについて学ぶことができません。私自身も実際に見たこ
とはなく、教員でもないので、それを現場に落とし込んで実践して
いく難しさやもどかしさがあります。そして対話をとても大切にし
たいと思っているのですが、多国籍の学校でもあるので、言葉の障
害で子どもへのアプローチが難しくもなっているなと思います。ま
た他の学校に比べると自由度が高いという印象があるので、伝統的
な学校に馴染めない子ども＝特性のある子どもが集まりがちにな
り、→どうしてもそうなるとクラス運営が難しくなってしまいます。
子ども中心と放任のはき違え、自由裁量の難しさは、どの教員もぶ
つかる問題です。
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A. 中学校です。
こちらでは中学校と高校と一括りでミドルスクールと呼ばれていま
す。
私のイメージでは、幼稚園や小学校で、学習面でも、精神的な部分
でも、人間の土台づくりをしてきた子どもたちが、社会の一員とな
るためにより実践的にそれらの学びを深めていくといったところで
すかね。
一層大人に近づいた彼らがどんな学校をつくっていくんだろうと考
えるととても楽しみです。
そしてそもそもの私の学校づくりのミッションである「よりよい社
会をつくることに貢献できる人を育てる」という点でも、子どもた
ちと社会を繋げていきたいです。
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- インド・ラダック訪問とアジアに求められるイエナプラン - !S���G�5
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　令和５年度、２年生の子どもた
ちと私はさまざまなテーマで探究
学習を行いました。ある日、クラ
スの子（正確には最初はその子の
お母さん）が「近所に住んでいる
アーティストに学校に来てもらっ
てはどうか」という提案をしてく

れました。これに、みんな大賛成。早速、お願いの手紙を書き、放
課後、他に担当に手を挙げてくれた子も一緒に、山中の家に住む
ジェーンさんにお願いに行きました。彼が吹くのはインドの横笛バ
ンスリーで、その後、彼はパートナーのマヤさんと一緒にインド音
楽と舞踊のパフォーマンスを全校にしてくれたのでした。子どもた
ちはすっかり魅了されていました。私はこれが子どもたちの興味の
中心になったと感じ、インドをテーマにしたファミリー・グループ
ワークを発展させていくことに決めました（町にはインドに本社が
ある会社・ZOHOもあります）。しかし、 ジェーンさんはイングラ
ンド人でマヤさんは日本人。となると、インドについて彼らに尋ね
て教えてもらうのは少し難しいのかも…。となると、テーマへの
関心・理解を深めるには、もう少しまとまった情報、実体験に近
いものが欲しい。そこに相応しいものは……映画！　と思いつき、
日本で１番ヒットしたインド映画「きっと、うまくいく（原題 3 
idiots）」を視聴することにしました。この主人公は従来型の教育
をユーモアで乗り越えていき、最終的に学校をつくります。

インドをテーマにした学習は、その後 ZOHOジャパンのサテライ
トオフィスを訪ね、社食のインドカレーをご馳走になったり、イン
ド人の社員さんにインドについての質問をしたり、と発展していき
ました。
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　子どもたちとの学習が区切りを迎えた後も、私は子どもたちが拍
手喝采で鑑賞を終えた、あの映画のことが気になっていました。こ
こからはクラスを離れた、私自身の探究の物語になります。調べて
みたところ、興味深いことがわかりました。映画の主人公には実在
のモデルがいて、その人が作った学校はインド北西のラダックに
あるというのです。その人はソナム・ワンチュクといい、つくっ
た学校は SECMOLという名前だということがわかりました。そし
て、段々とこの人の試みは単に話題性があるだけでなく、日本とま
ちの教育を考える上で、大いに参考にすべきものであることがわ
かってきました。この人に会いたい、学校に行ってみたい……そう
思っていくつかの可能性を探ってみた結果、私の住む静岡県の川
根エリアを拠点に長年活動してきたNPO法人 000 PAF GLOBAL 
UNIVER-CITY（GU）の方々が、実際にこの学校を訪ね、ソナム
さんとも交流があったというのです。GUの方々は縁あって川根本
町の私の教室に何度も足を運んでくださっていたこともあり、「ラ
ダック・SECMOLを訪問できないか」という私の個人的なリクエ
ストに応じて、現地との仲介を引き受けてくださいました。その結
果、通常は外部からの滞在受け入れは４週間のボランティアティー
チャーのみとしているところ、お互いの教育に関する取り組みや知
見を共有し合うため、特別に 10日間の滞在を認めていただくこと
ができました。このことは勤務校の校長や教育委員会にも報告しま
した。私は令和５年度より、町教育委員会に「川根本町型授業づく
り研究員」という町の特色ある教育の推進役・アドバイザーを拝命
していたことから、今回の訪問はその一環と位置付け、公立学校教
員としての通常の職務を免除していただいて実現することとなりま
した。2024年夏、こうして私はラダックの地を踏むことができま
した。 
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　インドは人口約 14億の世界最大の国ですが、北部にあるラダッ
クの人口は約 30万と少ないです。このエリアで一番の都市である
レーの空港は標高 3,500mを超える地点にあり、文化的にも周囲
の影響を長く受けづらかったといいます。ダライ・ラマの存在で知
られるチベット仏教徒が最も多数を占め、「天空のチベット」「懐か
しい未来」などと形容される、日本で一般的なインドのイメージと
はかなり隔たりのある（50年ほど前まで貨幣経済に頼らないほぼ
自給自足の生活が営まれていて、現在も奥地はそのような状況？　
と言われる程の）場所です。ラダックはかつて王国でしたが、その
王宮から見た景色が次の写真です。

「きっと、うまくいく」を鑑賞する 2年生
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ヒマラヤ山脈の麓にあるこのエリアは、１年のうちの３ヶ月だけが
夏で、他は冬―――寒い時期にはマイナス 20°C にもなる気候的に
は厳しい地域です。そのため、見た目には一面が砂のベージュ、ま
ばらにポプラの樹が緑を加えつつも、粘土のブロックで作られた建
物が並んでいます。 8/10、私は首都デリーから国内線に乗って１
時間半、レーにやってきました。SECMOLへの滞在歴が長く、同
行してくれたGUのメンバー（三浦祐美子さん）のお陰で、現地ま
での移動はスムーズでした。 
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　SECMOL は「Students’  Educat ional  and Cultural 
Movement of Ladakh」の略で、本来はラダック地方の公教育改
革のための運動体でした。ソナム・ワンチュク氏（現地では「ヒー
ロー」とされていて、世界的な受賞多数）はこの運動の創立者の一
人です。ラダックでは長く英語の教科書が使われてきていて（母語
はラダック語）、登場する人物がジョンという名前だったり、巨大
なスタジアムにスポーツ観戦に出かけるという内容だったり、この
地方の人たちの文脈とは全くずれたものだったといいます。さらに、
校内ではラダック語と共通点のないウルドゥー語が使われていまし
た。そのため、インドで 10年生の時に課される全国共通テストへ
のラダックの子どもたちの合格率はわずか５%だったといいます。
彼らは、この言語教育の問題に着手し、最初に１つの公立学校で実
験を始めました。これが Operation New Hope と名付けられたプ
ロジェクトで、1994年にスタートしました。彼らは、馴染みのな
いジョンではなく、スカルマやナムギャルといった現地の名前を、
スタジアムではなく牛の牧草地を教科書に記しました。次いで、ラ
ダック語の教科書をつくりました。そんな取り組みが発展していく
と、全国共通テストの合格率は右肩上がりに上昇し、2015年には
75%に達しました。このタイミングで、ソナム氏らは合格率を上
げることは政府に任せ、自分たちは合格できなかった 25%の落ち
こぼれの子たちのケアに専念することを決めました。ここで立ち上
げられたのが、SECMOLスクール（以下、SECMOL）でした。1 
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　現在の SECMOLは、１年間限定で通う学校になっています。こ
こはオルタナティブスクールであり、子どもたちは自分たちで身の
回りの自然素材を用いて作った建物（これも学習の一環）に住みな
がら、独自のカリキュラムに基づいて学んでいきます。以前は落ち
こぼれのための学校でしたが、現在では半数が学力テストに合格で
きる（した）子たちが、敢えて従来とは異なる学びを求めて通って
きているといいます。そうした学びは、この学校の至る所に記され
た「3R to 3H」というスローガンに象徴されています。

3Rsとは、いわゆる読み書き計算（wRiting, Reading, aRthmetic）
です。インドでも、ほとんどの学校ではこの力が大変重視され、生
徒の話では「赤点を取ると先生に首を絞められる」ということでし
た（さすがに冗談であって欲しいですが…）。この学校でも、読み
書きをする場面は多く設けられています。一部はかなり意図的に組
まれたプログラムです。計算についても、夜間にいわゆるテスト勉
強に励む生徒も一部いました。しかし、大きなコンセプトはこれら
よりも 3Hs（Heart, Head, Hand）を育む人間教育にあり、3Rs
はその周辺に位置付けられているのでした。 3Hsを重視したのは、
近代教育の父ペスタロッチですが、それをここまで明確に打ち出し
ている姿勢には驚かされました。

生徒たちがつくった校舎の一部。壁に「3R to 3H」の文字

ラダック語のニュースを聞いてメモを取る生徒

レーの王宮跡地から見た街並み

daisuke hama

daisuke hama
裕
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　SECMOLに入ると、何人かの生徒が慣れた様子でキャンパスを
案内してくれました。彼らが使うのはもちろん英語ですが（私たち
がラダックの人ではないので）、これも彼らの意味のある言語学習
であり、滞在に費用が必要なことからしてお金（計算）や仕事の練
習でもありました。キャンパスはほとんど全てが身の回りの自然素
材で、自分たちの手で作られており、食料も電気も水もガス（牛の
糞から出る）も、一切を自給自足しようと試みられていて、それは
既にほぼ成功していました。集会所で各自が皿を洗った際に使った
水は、そのまま一段低いところに作られた畑に流れ出ます。当然使っ
ているのは土壌に負荷のかからない石鹸だから、問題がありません。

時刻はインド時間より 1時間早く設定されていて（SECMOLタイ
ム）、 夜の過剰な電気利用に自らブレーキをかけています。太陽光
パネルによる蓄電でほぼストレスなく過ごせますが、時には電池が
切れて使えないこともあります。洗濯機はありますが、使う人は少
額のお金をカンパします。シャワーがあり、温水を出すための蓄熱
機（？）もあります。

このように、SECMOLは日本の暮らしと比べれば「何不自由ない」
とまでは言わないまでも、自分たちの生活を、自分たちの知恵と工
夫で十分に成り立たせているところで、その暮らしは地球への負荷
をほとんど与えないものであることが感じられました。
　滞在期間中、ありがたいことにソナム氏と複数回お会いすること
ができましたが、「世界の教育を変えるために、私たちにできる有
効な手段は何でしょうか？」という私の質問に、氏はこう答えてく
れました。

「Heal the earth（地球を癒すこと）」
「No more education for production（これ以上、生産の
ための教育をしないこと）」

　今回の訪問では見ることができませんでしたが、ソナム氏はラ
ダックの年間を通じた寒暖差や起伏の多い地形を利用して、簡素な
仕組みで、冬季に天然の氷の塔 （アイス・ストゥーパ）をつくりま
した。これは気温が上がるにつれ、自然に溶け出し、砂漠地帯を緑
化します。滞在期間中、 見慣れないカウントダウン式のデジタル時
計が設置されました。「What’s this ？」と尋ねると、それは地球
の気温上昇を 1.5°C 未満に止める目標（国連の気候変動に関する
政府間パネル : IPCC）を達成するまでのタイムリミットが示され
ているのだといいます。刻一刻と減り続けるデジタル時計の目まぐ
るしさは、私に日本人とラダック（SECMOL）人との、気候変動
に対する言い表しようのない程の認識のギャップを感じさせまし
た。

「この人たちは、地球を癒すことに本気で取り組んでいる。私たち
日本人は、それに比べて、なんと瑣末で、なんと自己中心的なもの
の見方をしているのだろう。」
私たちは日本人である前に、１人の地球人であることを、今この
時にまず確かめなければならないと思いました。そして、私は
SECMOLを、学校を超えた気候変動に取り組む先端地点、ホンモ
ノの世界の中に生きるコミュニティーなのだと理解しました。

午後の乗馬クラスの様子 1日のスケジュール

校舎裏の畑

屋外に置かれた温水を出すための機器 ゴミを 10種類に分別して捨てるコーナー

1.5℃目標までのタイムリミットを示すデジタル時計（向日葵の植栽の上）
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　今回同行した祐美子さんは、SECMOLに通算 4回滞在していて、
GUは過去にラダックWisdom フォーラムという企画を、現地
NGOと連携して何度も実施してきていました。SECMOL はその
フォーラムの会場になっていて、今回の私の訪問はそうした実績の
上に成り立っていました。行くからには一方的に学ばせていただく
だけでなく、私自身の経験や日本の蓄積が、ラダックやインドの教
育に貢献できるものがあることを願っていました。8/17、そうし
た願いはSECMOLスタッフの心にも届き、私たちは日本の 2つの
NPOが主催する形で「EDUCATION FOR LIFE フォーラム」を実
施することになりました。スピーカーは SECMOLディレクターの
オッツァル氏、日本のNPOメンバーの三浦祐美子氏、SECMOL
系列の大学HIAL の共同ファウンダーであるギタンジェリ氏、と私
でした。私に与えられた 1時間は、当初の予定を大幅に変更して、
ライフワークとしているイエナプラン教育のコンセプトと日本の実
際、私の住む川根本町における実践を体験的なワークと写真・動画
を交えて伝えるものとしました。セッションは英語で行いました
が、私自身は難しい単語をあまり覚えていないし、文法もシンプル
なものしか使えなかったので、それが却って現地の参加者（生徒・
スタッフ等）にはわかりやすかったのだと思います。ほとんど通訳
を挟まずに、日本の伝統的な遊び （あっち向いてホイ）をして盛り
上がったり、サークルになって隣の人と対話したり、さまざまな
感覚を使いながら学ぶアクティブな時間にすることができました。
日本人の女性と結婚され、娘さんも日本で進学しているNGOジュ
レー・ラダックのスカルマ氏（今回のセッションの通訳）からも
「面白かったです」と好評をいただき、生徒からも多くの質問を受
けました。また、生徒たちはインドやラダックの学校における自身
の苦い経験も語ってくれました。私のセッションが肯定的に受け取
られたのは、イエナプランや日本における取り組みが、こうした現
地の課題感に対応し得るものだったからでもあると思います。私は
フォーラム全体を通して、学校教育の問題が世界共通のものである
ことを認識しました。私たちの小さな試みは、日本のみならず、世
界の教育改革のキッカケとなり得る程の、大きな価値を持っている
のです。この日、私はスカルマ氏からラダックの公立小学校の教員
や政府の教育関係者に話をする機会を提案されました。「来年夏に、
ぜひ実現させましょう。早速予定をおさえましょう」とのことでし
た。SECMOLに来る前日、私の指導法（実際にやってみせた観察
サークル）に大きな関心を持ってくれた別のNGOの方からは、モ
ンテッソーリ幼稚園の先生たちに研修して欲しいという依頼も受け
ました。私は思いがけない依頼に驚きつつも、これっきりの出会い
にしたくなかった、この穏やかで、熱く平和を求め続ける人たちと
の繋がりが絶えずに済むかもしれないと思うと、こうした申し出を
ほんとうに嬉しく、ありがたく受け取りました。 
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　現在、今年中のインド・ラダック再訪に向けた日程調整や現地で
の活動内容について、やり取りを進めています。ラダックでいただ
いた複数の依頼については、協会特別顧問のリヒテルズ直子さんに
も報告しており、場合によって、現地もしくはオンラインで研修に
ご参加いただけるかもしれない、という話をいただいています。こ
の時、直子さんは当初から、イエナプランをアジア諸国に広めたい
と考えていたことを教えていただきました。最近、私はインドや台
湾、韓国などのアジア諸国の教育者たちと対話する機会が増えてき
ているのですが、子ども中心の民主的な学校の在り方を見つけるこ
とは、どの国にも共通した切実な課題だと感じています。イエナプ
ランはそうしたアジアの教育者たちにとっても、一つの非常に有力
なモデルを示してくれます。今回の出会いを機に、世界の教育者た
ちとの繋がりをさらに深め、日本イエナプランの一層の発展に貢献
していくこと、それを通して子どもたちの幸福が実現していくこと
を、一人のイエナプランナーとして切に願っています。

イエナプランと日本、川根本町の取り組みを紹介するセッション
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会員リビングルームを知っていますか？ �¤�ì��
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いつでも会員同士で情報交換ができます。実践の共有や困りごとの相談、おすすめの講座や動画、書籍の情報をシェアしましょう。
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2024 年度には、会員交流会や会員によるミニレッスン、ミニ実践発表会などを行いました。
様々な会員の方と出会い、学んだことをシェアし合い、共に高め合うことのできる場となっています。

〈2024年度のテーマ〉
・「サークル対話」

・「ペーターゼンの目指したモノ～対話の必要性～」・「人間の学校」
・「幼児教育とイエナプランのコンセプトを取り入れた学びの多様化学校での実践」・「民主主義」

・「自分の事は自分で決める～自律性のサポート」・「オランダを見てきて」
・「リヒテルズ直子さんに聞いてみよう」

2024年度より、会員限定のコミュニティ『会員リビングルーム』がオープンしました。
会員リビングルームは、会員同士が繋がり合い、共に学び合える場です。
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例えば会員同士で読書会を開く際には、Discord アプリ内の
交流チャンネル（ボイスチャットやビデオチャット、画面共有を使った交流ができます）で気軽に集まることができます。

さらに、広報のために協会 Facebook グループや会員Discord の自主学習会チャンネルにも告知できます。

2024年度は、会員の方々の様々なアイデアで、学びの多い時間を過ごすことができました。
ご参加いただいた皆さま、ありがとうございました。

会員リビングルームは、一人一人が主役になる場所です。やりたい事に声を上げ、行動し、参加して盛り上げましょう。
私達一人一人が、アクティブなイエナプランナーとして学び、成長していくことが、

日本にイエナプランを広めていく大きな第一歩なのだと信じています。共により良い学びの場を作っていきましょう。
あなたの積極的なご参加をお待ちしております！


